

























た､ ＩＦＳＷは国際社会福祉協議会 (以下 ｢ＩＣＳＷ｣
























Movement of International Social Work and Issues in Japan








したがって､ 本研究で得た結論は､ わが国のソーシャルワーク学を発展させるためには､ 国際的なソーシャルワー
クに係る哲学・思想・理念など基礎的な研究を積上げ､ ソーシャルワーカーに期待される役割理念である人権の擁護
と社会正義の実現について､ 更なる議論が必要であるというものである｡





































た５｡ また､ 埋橋は､ 国際社会福祉研究の比較対象を援
助論､ すなわち､ 社会福祉援助技術論またはソーシャル
ワークに引き寄せて考える時､ 対人社会サービスは人に
よって担われ､ そのため ｢質｣ の評価と比較が必要にな







するとりまとめが参考になる７｡ すなわち､ 秋元は､ 国
際社会福祉とは人々の福祉を国際的コンテクストの中で






界福祉] であり､ 国際ソーシャルワークの視点は､ 一国
からのみの発想を拒否するという視点が必要であるとし
















































     ､ ③人権､ ④移住､ ⑤個人情報保護､ ⑥難民､














































































アムネスティ・インターナショナル (以下 ｢  ｣ とい
























国 (アルメニア､ ルワンダ､ スーダン､ スワジランド)
が加わって､ メンバー国は  カ国となった｡
公式な声明文書は①健康､ ②      ､ ③人権､ ④
移住､ ⑤個人情報保護､ ⑥難民､ ⑦コミュニティー､ ⑧
































タが収集された｡ そのテーマは ｢子ども兵士｣ である｡
  カ国以上   万人以上の子どもたちが徴兵されている
と推測される｡ とくに､ アフリカ中部において厳しい状





























































































まとめる｡ なお､ 同世界大会に先立ち､ ＩＦＳＷの総会
が行われている｡ 総会の議事録は本稿の執筆時点には公
開されておらず､ 同総会の全容を把握するためには時間











べている｡ このことに自信を得て､ 私たちは､   世紀
の新しい経済と政治的な現実の中で自己を再発見し､ メッ
セージを伝えていく新しい方法を見つける必要があると





























































































生産性の向上は [新しい貧困] や [権利侵害] を生
んだ｡ 消費による短期間での収益を得ることをねらい























は ｢ホスビリリズム (可能性主義)｣ を取り入れよう｡
可能性主義は､ ①ユートピア主義ではない､ ②誤った
中立主義ではない､ ③ ｢対立｣ ｢確執｣ を隠さない､







れば､ ｢環境破壊｣ ｢社会調整｣ ｢社会秩序の変革｣


























































ないだろう｡ また､ 一致できるとすれば､ その一致は妥
協の産物であり､ かつ､ 後にジレンマを生み､ 守れない
可能性がある｡ さらに民主的な手続きにより一致させた


























































           
  家族と社会関係            
  子ども､ 若者の権利            
  老化と高齢者の権利            
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どもたちを救うのに 10 年間で必要なコストは､ 政府
が経済に注いだコストのほんのわずかにしかすぎない｡
アメリカはグローバリゼーションという名のもとでの














クトは ｢Stop the war (戦争を直ちに止めよ)｣ であ



































































































る ｢人間開発｣ の考え方に対応した人権に関する声明 (案) の策定に向けた取り組み
         年
・新しいソーシャルワークの定義の可決とこれからの取り組み ・ソーシャルワークの倫理－原則
と基準 (案) への取り組み ・アメリカで起きた 月  日のテロリズムに反対する声明
         年
・長崎大会の中止と  周年大会の準備 ・先住の人々へのソーシャルワークに関する声明 (案)､
グローバル化がもたらす影響に関する声明 (案)､ ソーシャルワークの倫理－原則と基準の採決､ ソー











































第５に､ 続く倫理原理 ｢社会正義｣ の項では､ ソーシャ
ルワーカーは､ 社会正義を促進する責任があるとされて




ない｡｣ とされている｡ さらに ｢不当な政策と実践への





る｣ としている｡ つまり､ ＩＦＳＷは他民族・他文化へ
の理解と尊重を社会正義の一貫と位置づけ､ それが実現
していない社会は不正義な社会であると認識しているの



































宗之編 『社会福祉士養成教育方法論』 弘文堂､     













７ 秋元樹 ｢国際社会福祉とは何か｣ 『エンサクロペディ
ア社会福祉学』 中央法規､     
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   ｢先住の人々に関する声明｣ は､ 日本社会福祉士会
編 『社会福祉士の仕事』  中央法規 に詳細｡
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                         
  日本学術会議社会学委員会社会福祉学分科会 ｢提言
近未来の社会福祉教育のあり方について－ソーシャ
ルワーク専門職資格の再編成に向けて－｣       
  社会福祉士のアイデンティティ確立の歩みは 『日本
のソーシャルワーク研究・教育・実践の  年』 相川書
房､     
国際ソーシャルワークの動向とわが国の課題
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